



















































































































































































































































































































































































































































































































































210.0 -0.21-0 0．3 －0－1 0.342812 0.231640
横軸をαとしてこれらの結果である',faj2を描くとj1や/2がαの増大につれて極大
や極小を多数伴う大きな変動を示しつつ平均的には漸増しているグラフを得た。これらのうち
大きな変動を把握するために隣接するαの17個に対する'1や”の平均値と，それらの和
joを求めその値を対数グラフに描いたものが図2の(a)から(i)の中の曲線である。これらの中に
は前述の幾何光学による平均化散乱光強度関数が直線で記入されている。
これらのグラフから900方向の散乱強度として正確なMieの式を用いる代わりに幾何光学
の式を用いる場合の近似度は屈折率が大きいほどよく，観測面に垂直に偏光した光の方がよい
ことが量的にも明らかにされている。
’
§5．結 言
（1）単一の透明球形粒子による光の散乱強度関数を数値計算するためのプログラムをMie
の理論によるものと幾何光学を用いるものについて作成した。
（2）また具体的にはMieの式で散乱角が90｡,屈折率が1.13,1.33,1.50の三種につい
て，無次元粒径αが0.1から210.0にわたって散乱光強度関数j1j2の計算を実行すること
により,Rayleigh散乱領域から幾何光学領域への移行領域での散乱強度と粒径との関係を明
らかにした。
（3）つぎに位相を考慮した幾何光学の式による数値結果と,Mie･の式によるそれを，共に
粒径に関して滑らかになるように平均化し，その両者を比較することにより，屈折率について
は大きいほど，また，偏光については観測面に垂直な光の方が平行なものよりも，小さな粒径
で両者の一致が起こることを数量的に図示した。
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